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 東京港の背後には、首都機能をはじめ、業務・商業などの都市機能が極めて高度に集積

東京港海岸の概要

港南地区

江東地区

豊洲・晴海・
有明北地区

中央地区

港地区 芝浦西運河

副都心地区

東部地区

港南地区 昭和島

江東地区 辰巳

副都心地区 有明南
中央地区 勝どき

港地区

【江東、中央、港南地区等】【港、副都心、東部地区】

【豊洲・晴海・有明北地区】

晴海四丁目



4

 東京港は、東京湾の最奥部に位置しており、高潮の影響を極めて受けやすい地域
 区部東部には、満潮面（A.P.+2.1ｍ）以下の地域、いわゆる「ゼロメートル地帯」が位置
 高潮災害のリスクが高い沿岸部や低地帯には、約３００万人の都民が生活

東京港海岸の特徴

台風

東京湾︓南西向きに開き、閉鎖性が高く水深が浅い

東京港
（湾奥部に位置）

A.P. + 5m（高潮）以下

A.P. + 2m（満潮）以下

A.P. + 0m（干潮）以下

A.P.（荒川工事基準面）… A.P.+1.134m=T.P.+0m
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過去の被災

死傷者・
行方不明
（人）

床上・床下
浸水家屋
（戸）

潮位
（A.P.m）

1,524180,3384.21大正６年
暴風雨

122137,8783.15昭和24年
キティ台風

 過去の甚大な災害を踏まえ、昭和36年から本格的な高潮対策事業を実施

大正６年暴風雨
木挽町（現在の銀座付近）

昭和24年キティ台風
平井駅付近
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海岸保全施設の役割と種類
 防潮堤、水門、陸こう、内部護岸で津波や

高潮による浸水から堤内地を防護

【防潮堤】 【水門、排水機場】 【陸こう】 【内部護岸】

水門 排水機場

 降雨による運河の水位上昇を抑えるため、
排水機場を配置

排水機場
高潮時の水位

朔望平均満潮位
A.P.+2.1m

排水機場のポンプ
により強制排水
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東京港海岸の施設整備状況

耐震化状況整備状況総延長/施設数

57.6km(94％)58.1km(95％)61.2km防潮堤

35.6km(74％)39.9km(83％)47.9km内部護岸

16箇所(94％)17箇所(100％)17箇所水門・排水機場

整備状況（令和７年３月末時点）

 東京の沿岸を第一線で守る防潮堤は概成しており、一定の安全性は確保済み
 想定される最大級の地震が発生した場合においても、津波等による浸水を防ぐことを

目指し、施設の機能を保持すべく、対策を推進

耐震対策イメージ図 耐水対策イメージ図（水門・排水機場）
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防潮堤天端高の設定
 東京港海岸では高潮を考慮し、A.P.+4.6m〜A.P.+8.0m の高さで防潮堤を整備
 想定される高潮は、想定される最大津波高A.P.+3.76m（南海トラフ）を大幅に上回って

いることから、防潮堤の天端高は高潮を用いて設定

○計算条件︓水門閉鎖、満潮時、地盤変動を考慮
○最大想定津波高︓Ｔ.Ｐ.+2.63ｍ （Ａ.Ｐ.+3.764ｍ）
○最大津波高の津波到達時間︓地震発生後200〜240 分後

Ｔ.Ｐ.+2.63ｍ
（Ａ.Ｐ.+3.764ｍ）
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東京湾沿岸海岸保全基本計画［東京都区間］（R５年3月）

将来の気温が2℃上昇すると想定し、防潮堤の嵩上げを実施

一日当たりの降雨量が1.1倍に増加することを想定し、排水機場の機能強化

海面上昇と台風の強大化への対応

降雨量の増大への対応

防潮堤嵩上げイメージ 降雨量増大への対応
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気候変動を考慮した防潮堤の天端高

 防潮堤の計画天端高︓ 朔望平均満潮位＋高潮偏差＋波浪の要素＋海面上昇＋余裕高
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防潮堤嵩上げの考え方
 気候変動の不確実性を考慮し、段階的な嵩上げを実施

第一段階︓施設の耐用年数である50年後の海面上昇予測分に、余裕高を考慮
第二段階以降︓将来の知見やモニタリング結果を踏まえ、台風の強大化も考慮

高さ

2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 2110 2120 年代

①海面上昇予測分

第一段階
①海面上昇予測分＋②余裕高

第二段階以降、状況に応じて、
①海面上昇予測分＋②余裕高＋
③台風の強化に伴う高潮・波浪の増大分

現在

①海面上昇予測分

③台風の強大化に伴う
高潮・波浪の増大分

②余裕高

▼ 2100年

②余裕高

50年後

第一段階
①海面上昇予測文+②余裕高

第二段階以降、状況に応じて、
①海面上昇予測文+②余裕高+
③台風の強大化に伴う高潮・波浪の増大分

50年後 2100年
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防潮堤の計画天端高

※ 破線は他が所管する防潮堤<計画天端高 例＞

計画天端高（A.P.+m）
地区別 第二段階

（2100年）
第一段階
（約50年

後）
既 往

6.86.35.6江東地区
（14号地陸上部）

6.96.45.6港地区
（古川〜目黒川臨海部）

5.95.44.6港南地区
（目黒川〜内川、大井）

7.46.75.6東部地区

7.36.3中央地区
（臨海部）

7.26.5副都心地区
（台場地区）

7.36.5
豊洲・晴海・有明
北地区
（晴海）

江東地区

港
地

区
港

南
地

区
今後10か年で整備する防潮堤（約24km）
それ以降2100年までに整備する防潮堤（約9km）
2100年までに整備する必要がない防潮堤（約23㎞）
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東京港海岸保全施設整備計画（R５年3月）

※気候変動対策と重複あり

整備対象対策施設

約２４km気候変動
防潮堤

約４㎞※耐震

約１５㎞耐震内部護岸

１施設耐震、耐水水 門

２施設
気候変動

排水機場
耐震、耐水

今後10年間に取り組む東京港の海岸保全施
設の整備内容を示した計画

計画期間︓令和4年度〜令和１３年度
事業費 ︓約1,500億円

（うち気候変動対策約300億円）
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景観や利用に配慮した気候変動対策
 今後、公園や住宅、商業施設など、背後のまちと一体となった箇所で嵩上げ工事を実施予定
 単純に嵩上げを実施した場合、水辺の眺望や親水性が損なわれる可能性があることから、

景観や利用に配慮した整備を行うことが必要

京浜運河（港南四丁目）

京浜運河（八潮五丁目）

大森ふるさとの浜辺公園

勝島運河（東大井二丁目）
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嵩上げ工法

コストに優れる工法景観・利用に配慮した工法

単純コンクリート嵩上げ盤上げアクリルパネルコンクリート嵩上げ
（景観配慮型）

嵩上
方法

経済的に有利な工法であ
るが、眺望が遮られる可能性

背後地と一体で嵩上げし、
遊歩道や公園の利用等への
影響を低減すると共に水際
へのアクセス性を確保

アクリルを用いて、遊歩道や
住居等からの眺望を確保

・緑化、リブ・スリット等を設け
て圧迫感を軽減
・防潮ラインをセットバックし、
親水性や眺望を確保

特徴

嵩上
イメージ

全面アクリルパネル

部分的なアクリルパネル防潮ラインのセットバック

防潮堤の緑化



 必要に応じて、地元調整にはAR・VRといったDXを活用
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嵩上げ方針の決定に向けたDXの活用

DX活用イメージ

VR︓地元説明等での完成イメージ共有 AR︓現地での完成イメージ共有
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東京都の水防活動について

 台風や地震、異常潮位発生時は、高潮・津波被害を防ぐため水門や陸こう閉鎖等の水防活動
を実施（高潮対策センター及び第二高潮対策センター）
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目黒川水門

天王洲水門

高浜水門
芝浦排水機場

日の出水門

古川水門
汐留川水門

築地川水門

朝潮水門

佃水門

豊洲水門

東雲水門

辰巳水門

高潮対策センター（辰巳）

あけぼの水門

新砂水門

辰巳排水機場

︓高潮対策センター
︓水門
︓排水機場

【隅田川以東】【隅田川以西】

浜前水門

第二高潮対策センター（港南）



東京都の水防活動について
 高潮対策センターと第二高潮対策センターの２拠点化による相互バックアップ体制が構築済

 多い年で年７〜８回程度、非常配備態勢による水防活動を実施

２拠点化による相互バックアップ体制
20

①通常時は隅田川以東の水門を
遠隔操作

②指令機能を有する
①通常時は隅田川以西の水門・

陸こうを遠隔操作
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AIを活用した水位予測による水門等の操作支援
 これまでは、水位の実測値や気象情報に加え、ベテラン職員の経

験に基づき水防活動を実施

 AIによる水位変動の予測値を水防活動に活用することで、台風
時における的確な水門閉鎖等の操作を支援（外水位予測はR5か
ら運用）

 令和６年８月の台風第７号では、外水位予測で予測誤差２ｃｍの
予測誤差であった

1時間先予測 予測誤差：２cm
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外水位
天文潮位
1h先予測値

実測最高水位 16:25 A.P.+1.91m (偏差＋15cm)

8/
16

8/
17台風最接近

■ 外水位予測の結果
（令和６年８月台風第７号）

台風接近時の水門閉鎖状況



 想定し得る最大規模の高潮による氾濫が発生した際に浸水が想定される区域を示した図
 都では、令和６年１２月に高潮浸水想定区域図を改訂
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高潮浸水想定区域図

▮浸水深 ▮浸水継続時間
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高潮リスク検索サービス
 浸水深さや浸水継続時間を、地図や住所からピンポイントで検索可能

 PCやスマートフォンなど様々なデバイスから容易にアクセス可能



 潮位や水門の開閉情報、海面の映像などを、リアルタイムにウェブ公開する
高潮防災総合情報システムを令和３年７月に公開

 海面ライブカメラはYouTubeでライブ映像を配信中（東京港内に９か所に設置）

 令和７年７月のカムチャツカ半島地震の際など、都民に広く利用されている
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水位や水門の
開閉状況を

リアルタイムに発信

海面ライブ映像を
YouTube で
動画配信

高潮防災総合情報システム

0

5,000

10,000

15,000

PV
数

カムチャッカ半島地震の際は
普段の約１０倍のPV数

7/30 7/31 8/1 8/2 8/37/297/28

水門開閉状況 水位状況



ご清聴ありがとうございました


